
ラマン分光法は、日本薬局方の第17改正 第2追補（2019年6月公示）で一般試験法に収載されたように、近年の発展およ

び普及が著しい分析手法です．本セミナーは，ラマン分析に興味がある方や初心者の方、さらに通常業務で多く分析され

ている方も対象に、医薬品類を対象とする際の基本的な測定原理や赤外吸収との比較について解説紹介します。また、実

際の測定例として、原料の受け入れ時に用いられる確認試験法としての応用、結晶形態の探索スクリーニングに関する応

用、ならびに危険ドラッグの分析に関する構造異性体の識別等について分かりやすくご紹介いたします。
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1. 日本薬局方一般試験法

2. 原料受け入れ時の確認試験

3. 結晶形態の探索スクリーニング

4. 構造異性体の識別
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◎カフェインとグルタル酸の共粉砕における新規結晶形態の検出
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